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【部門区分】第１部門第１区分
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【年通号数】公開・登録公報2013-063
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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月21日(2014.10.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体試料に含有されたターゲット物質内のターゲット核酸を精製するとか、前記生体試
料に含有されたターゲット物質を培養した後、前記生体試料に含有されたターゲット物質
内のターゲット核酸を精製するとか、前記生体試料に含有されたターゲット抗原と抗原抗
体反応によって結合された付着用ターゲット核酸を精製するとかするための生体試料処理
用マルチウェルプレート及びリアルタイム定量ＰＣＲのための反応混合物が注入されたＰ
ＣＲ用マルチウェルプレート４００を搭載するためのデッキ１０００、
　前記生体試料から前記ターゲット核酸または培養された前記ターゲット核酸を自動で精
製し、精製された前記ターゲット核酸または培養後に精製された前記ターゲット核酸を前
記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００に分注して前記リアルタイム定量ＰＣＲのための
試薬と混合するか、あるいは前記生体試料に含有された前記ターゲット抗原と抗原抗体反
応によって結合された前記付着用ターゲット核酸を自動で精製し、精製された前記付着用
ターゲット核酸を前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００に分注して前記リアルタイム
定量ＰＣＲのための試薬と混合するための自動精製及び反応準備装置、
　前記デッキ１０００を入出庫するためのドア２０００Ｃ－１が形成され、内部を特定の
温度に維持することができる保管ケース２０００Ｃ及び前記保管ケース２０００Ｃから前
記デッキ１０００を前記自動精製及び反応準備装置に移動させるためのデッキ移送機２４
００を備える自動デッキ保管及びデッキ移動装置２０００、
　精製された前記ターゲット核酸、培養後に精製された前記ターゲット核酸または精製さ
れた前記付着用ターゲット核酸の分注された前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００の
上面を密封するための密封装置６０００、
　前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００に遠心力を加え、前記ＰＣＲ用マルチウェル
プレート４００に備えられたそれぞれのウェルの側壁に残留する物質を離脱させて、前記
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ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００に備えられたそれぞれのウェルの底方向に移動させ
るための遠心分離機７２００、
　前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００内の前記ターゲット物質を増幅するためのリ
アルタイム定量遺伝子増幅装置８０００、及び
　精製された前記ターゲット核酸、培養後に精製された前記ターゲット核酸または精製さ
れた前記付着用ターゲット核酸の分注された前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００を
前記密封装置６０００に移動させ、前記密封装置６０００によって密封された前記ＰＣＲ
用マルチウェルプレート４００を前記遠心分離機７２００に移動させ、前記遠心分離機７
２００によって遠心力が加わった前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００を前記リアル
タイム定量遺伝子増幅装置８０００に移動させるためのＰＣＲ用マルチウェルプレート移
動装置９０００、
　を含むことを特徴とする、多様な生体試料分析のための自動リアルタイム定量増幅シス
テム。
【請求項２】
　前記自動精製及び反応準備装置は、
　流動性物質の吸入及び吐出のための多数のピペットＰを分離可能に装着するための多数
の第１装着部３３３０が形成されたシリンジブロック３０００、
　前記多数の第１装着部３３３０に装着された前記多数のピペットＰが前記生体試料処理
用マルチウェルプレート及び前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００のそれぞれの直上
方に位置するように、前記シリンジブロック３０００を移動させるシリンジブロック移動
装置４０００、
　前記シリンジブロック移動装置４０００に連結設置される溶液受皿移動装置によって前
記多数の第１装着部３３３０に装着された前記多数のピペットＰの下部に移動可能に設置
される溶液受皿４３７５、
　前記生体試料処理用マルチウェルプレートの中で第１特定マルチウェルプレートに磁場
を印加するために、磁石５１１０を前記第１特定マルチウェルプレートの下部に移動させ
る磁場印加装置５１００、
　前記生体試料処理用マルチウェルプレートの中で第２特定マルチウェルプレートを加熱
するために、ヒーティングブロック５２２０を前記第２特定マルチウェルプレートの下部
に移動させるヒーティング装置５２００、
　前記生体試料処理用マルチウェルプレートの上面を密封している密封フィルムに孔を形
成するための千枚通し状の多数のパンチャーピン１２１１０が突設され、前記シリンジブ
ロック３０００の下部に設置され、前記多数のピペットＰとは異なる時点で前記多数の第
１装着部３３３０に分離可能に装着されるパンチャー１２１００、及び
　前記シリンジブロック３０００の下部に設置され、前記多数の第１装着部３３３０に装
着された前記多数のピペットＰから捨てられる廃液を排出するための廃液排出部１２３０
０、
　を含むことを特徴とする、請求項１に記載の多様な生体試料分析のための自動リアルタ
イム定量増幅システム。
【請求項３】
　前記溶液受皿移動装置は、
　前記シリンジブロック移動装置４０００に連結される溶液受皿用支持板４３７１、及び
　前記溶液受皿用支持板４３７１に設置され、前記溶液受皿４３７５を水平方向に回転さ
せるために前記溶液受皿４３７５に連結される溶液受皿移動モーター４３７３、
　を含むことを特徴とする、請求項２に記載の多様な生体試料分析のための自動リアルタ
イム定量増幅システム。
【請求項４】
　前記自動精製及び反応準備装置は、
　流動性物質の吸入及び吐出のための多数のピペットＰを分離可能に装着するための多数
の第１装着部３３３０が形成されたシリンジブロック３０００、
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　前記多数の第１装着部３３３０に装着された前記多数のピペットＰが前記生体試料処理
用マルチウェルプレート及び前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００のそれぞれの直上
方に位置するように、前記シリンジブロック３０００を移動させるシリンジブロック移動
装置４０００、
　前記生体試料処理用マルチウェルプレートの中で第１特定マルチウェルプレートに磁場
を印加するために、磁石５１１０を前記第１特定マルチウェルプレートの下部に移動させ
る磁場印加装置５１００、
　前記生体試料処理用マルチウェルプレートの中で第２特定マルチウェルプレートを加熱
するために、ヒーティングブロック５２２０を前記第２特定マルチウェルプレートの下部
に移動させるヒーティング装置５２００、
　前記生体試料処理用マルチウェルプレートの上面を密封している密封フィルムに孔を形
成するための千枚通し状の多数のパンチャーピン１２１１０が突設され、前記シリンジブ
ロック３０００の下部に設置され、前記多数のピペットＰとは異なる時点で前記多数の第
１装着部３３３０に分離可能に装着されるパンチャー１２１００、
　圧縮空気供給管が連結され、前記圧縮空気供給管を通じて流入した圧縮空気が流出され
、前記多数のピペットＰを分離可能に装着するための多数の第２装着部１２２１０が形成
され、前記シリンジブロック３０００の下部に設置され、前記多数のピペットＰ及び前記
パンチャー１２１００とは異なる時点で前記多数の第１装着部３３３０に分離可能に装着
されるマルチウェルプレート用蒸発ブロック１２２００、及び
　前記シリンジブロック３０００の下部に設置され、前記多数の第１装着部３３３０に装
着された前記多数のピペットＰから捨てられる廃液を排出するための廃液排出部１２３０
０、
　を含むことを特徴とする、請求項１に記載の多様な生体試料分析のための自動リアルタ
イム定量増幅システム。
【請求項５】
　前記リアルタイム定量ＰＣＲのための反応混合物が注入されたＰＣＲ用マルチウェルプ
レート４００はリアルタイム定量ＰＣＲのための試薬が注入された多数のチューブが備え
られた増幅キットプレートであり、
　前記第１特定マルチウェルプレートは、前記生体試料処理用マルチウェルプレートの中
で、前記デッキ１０００への装着の際に磁性粒子の懸濁された磁性粒子懸濁液が注入され
ている磁性粒子分散溶液用マルチウェルプレート２２０であり、
　前記第２特定マルチウェルプレートは、前記生体試料処理用マルチウェルプレートの中
で、前記デッキ１０００への装着の際に前記生体試料が注入されている前記生体試料用マ
ルチウェルプレート１００であることを特徴とする、請求項４に記載の多様な生体試料分
析のための自動リアルタイム定量増幅システム。
【請求項６】
　前記生体試料処理用マルチウェルプレートは、
　前記生体試料用マルチウェルプレート１００、
　前記デッキ１０００への装着の際に細胞溶解溶液が注入されている細胞溶解溶液用マル
チウェルプレート２１０、
　前記磁性粒子分散溶液用マルチウェルプレート２２０、
　前記デッキ１０００への装着の際に核酸結合溶液が注入されている核酸結合溶液用マル
チウェルプレート２３０、
　前記デッキ１０００への装着の際に洗浄溶液が注入されている洗浄溶液用マルチウェル
プレート２４１、２４２、２４３、及び
　前記デッキ１０００への装着の際に核酸溶出溶液が注入されている核酸溶出溶液用マル
チウェルプレート２５０、
　を含むことを特徴とする、請求項５に記載の多様な生体試料分析のための自動リアルタ
イム定量増幅システム。
【請求項７】
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　前記多数のピペットＰは多数の精製用ピペットＰ１または前記多数の精製用ピペットＰ
１より容量の少ない多数の分注用ピペットＰ２であり、
　前記デッキ１０００には、前記多数の精製用ピペットＰ１が挿着収容される精製用ピペ
ット３１０、及び前記多数の分注用ピペットＰ２が挿着収容される分注用ピペット３２０
が搭載され、
　前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００は、第１ＰＣＲ用マルチウェルプレート４１
０及び第２ＰＣＲ用マルチウェルプレート４２０を含むことを特徴とする、請求項２～６
のいずれか一項に記載の多様な生体試料分析のための自動リアルタイム定量増幅システム
。
【請求項８】
　前記磁場印加装置５１００は、
　前記磁石５１１０が設置される磁石装着ブロック５１２０、及び
　前記磁石装着ブロック５１２０を昇降させる磁石装着ブロック昇降部、
　を含むことを特徴とする、請求項２～６のいずれか一項に記載の多様な生体試料分析の
ための自動リアルタイム定量増幅システム。
【請求項９】
　前記磁石装着ブロック５１２０の上昇の際、前記磁石５１１０の上端部が前記磁性粒子
分散溶液用マルチウェルプレート２２０に形成されたそれぞれのウェルを取り囲むために
、前記磁石５１１０は多数が相互に離隔して設置される棒状の棒磁石であることを特徴と
する、請求項８に記載の多様な生体試料分析のための自動リアルタイム定量増幅システム
。
【請求項１０】
　前記磁石装着ブロック昇降部は、
　前記磁石装着ブロック５１２０の下部に位置する磁場印加装置用支持板５１３０、及び
　前記磁場印加装置用支持板５１３０に連結設置され、前記磁石装着ブロック５１２０を
昇降させるために前記磁石装着ブロック５１２０に連結される磁石装着ブロック昇降モー
ター５１２０Ｍ、
　を含むことを特徴とする、請求項８に記載の多様な生体試料分析のための自動リアルタ
イム定量増幅システム。
【請求項１１】
　前記ヒーティング装置５２００は、前記ヒーティングブロック５２２０を昇降させるた
めのヒーティングブロック昇降部を含むことを特徴とする、請求項２～６のいずれか一項
に記載の多様な生体試料分析のための自動リアルタイム定量増幅システム。
【請求項１２】
　前記磁場印加装置５１００は、
　前記磁石装着ブロック５１２０の下部に位置する磁場印加装置用支持板５１３０、及び
　前記磁場印加装置用支持板５１３０に連結設置され、前記磁石装着ブロック５１２０を
昇降させるために前記磁石装着ブロック５１２０に連結される磁石装着ブロック昇降モー
ター５１２０Ｍ、
　を含み、
　前記ヒーティング装置５２００は、
　前記ヒーティングブロック５２２０を前記デッキ１０００の前後方向に移動させるため
のヒーティングブロック前後移動装置を含み、
　前記磁場印加装置用支持板５１３０とヒーティング装置用支持板５２３０は前記デッキ
１０００の前後方向に隣合って相互に連結されることを特徴とする、請求項１１に記載の
自動リアルタイム定量増幅システム。
【請求項１３】
　前記シリンジブロック３０００は、
　多数の棒状のシリンジピン３１００が付着され、上下に移動可能なシリンジピンホルダ
ー３２００、
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　前記多数のシリンジピン３１００の上下移動を案内するシリンジピン案内孔３３１０Ｈ
が形成されるシリンジピン案内ブロック３３００、
　前記シリンジピンホルダー３２００に接触して下方に移動することで、前記多数の第１
装着部３３３０にそれぞれ相異なる時点で装着された前記多数のピペットＰ、前記パンチ
ャー１２１００、及び前記マルチウェルプレート用蒸発ブロック１２２００の中で少なく
とも前記多数のピペットＰ及び前記マルチウェルプレート用蒸発ブロック１２２００を分
離させるための第１分離部、及び
　前記シリンジピンホルダー３２００に接触して下方に移動することで、前記マルチウェ
ルプレート用蒸発ブロック１２２００に備えられる第２－２分離部と連動して前記多数の
第２装着部１２２１０に装着された前記多数のピペットＰを分離させるための第２－１分
離部、
　を含むことを特徴とする、請求項４～６のいずれか一項に記載の多様な生体試料分析の
ための自動リアルタイム定量増幅システム。
【請求項１４】
　前記シリンジブロック移動装置４０００は、前記シリンジブロック３０００を前記デッ
キ１０００の前後方向に移動させるシリンジブロック前後移動装置４１００、前記デッキ
１０００の左右方向に移動させるシリンジブロック左右移動装置４２００、及び上下方向
に移動させるシリンジブロック上下移動装置４３００を含み、
　前記シリンジブロック前後移動装置４１００は、シリンジブロック前後移動体４１１０
、及び前記シリンジブロック前後移動体４１１０から離隔して設置され、前記シリンジブ
ロック前後移動体４１１０を前記デッキ１０００の前後方向に移動させるために前記シリ
ンジブロック前後移動体４１１０に連結されるシリンジブロック前後移動モーター４１１
０Ｍ、を含み、
　前記シリンジブロック左右移動装置４２００は、前記シリンジブロック前後移動体４１
１０に固定設置されるシリンジブロック左右移動モーター４２１０Ｍ、及び前記デッキ１
０００の左右方向に移動できるように前記シリンジブロック前後移動体４１１０に設置さ
れ、前記シリンジブロック左右移動モーター４２１０Ｍに連結されるシリンジブロック左
右移動体４２１０、を含み、
　前記シリンジブロック上下移動装置４３００は、前記シリンジブロック左右移動体４２
１０に固定設置されるシリンジブロック上下移動装置用支持板４３６０、及び前記シリン
ジブロック上下移動装置用支持板４３６０に装着されて、前記シリンジブロック３０００
を上下方向に移動させるために前記シリンジブロック３０００に連結されるシリンジブロ
ック前後移動モーター４１１０Ｍ、を含むことを特徴とする、請求項２～６のいずれか一
項に記載の多様な生体試料分析のための自動リアルタイム定量増幅システム。
【請求項１５】
　前記自動デッキ保管及びデッキ移動装置２０００は、
　多数のラック２１１０が上下に積層されてなる積層ラック２１００、及び
　前記ドア２０００Ｃ－１を通じて多数の前記デッキ１０００がそれぞれ多数の前記ラッ
ク２１１０に入出庫可能となるように前記積層ラック２１００を上下に移動させる積層ラ
ック昇降装置、
　を含むことを特徴とする、請求項１～６のいずれか一項に記載の多様な生体試料分析の
ための自動リアルタイム定量増幅システム。
【請求項１６】
　前記自動デッキ保管及びデッキ移動装置２０００は、
　前記ラック２１１０に備えられるパレットガイド２１１２にスライド可能に装着され、
一側面にパレット移送用ドッグ２１３１及び引出用パレット溝２１３０Ｈが形成されるパ
レット２１３０、及び
　前記デッキ１０００が前記パレット２１３０の上面に装着可能となるように、前記パレ
ット移送用ドッグ２１３１と接触して前記パレット２１３０をスライドさせて前記保管ケ
ース２０００Ｃの外部に引き出すパレット移動装置２３００、
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　を含むことを特徴とする、請求項１５に記載の多様な生体試料分析のための自動リアル
タイム定量増幅システム。
【請求項１７】
　前記密封装置６０００は、
　前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００が装着され、前記デッキ１０００の前後方向
に移動できるように設置される密封ローディングプレート６２９４、
　密封フィルムを支持する下部圧迫部６２３０、
　下方に移動して前記下部圧迫部６２３０の上面に位置する前記密封フィルムを圧迫する
ように前記下部圧迫部６２３０の上部に設置される上側圧迫部６２４３、
　下方に移動して前記下部圧迫部６２３０と前記上側圧迫部６２４３の間に圧迫された前
記密封フィルムを切断するように前記上側圧迫部６２４３の前方または後方に設置される
フィルムカッター６２５０、及び
　前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００の上面に装着される前記密封フィルムを前記
ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００に熱圧着するために、前記密封装置用中間板６２６
０の上部に下方に移動可能に設置されるフィルムヒーティングブロック６３１０、
　を含むことを特徴とする、請求項１～６のいずれか一項に記載の多様な生体試料分析の
ための電子同室時間定量増幅システム。
【請求項１８】
　前記下部圧迫部６２３０に弾性接触する第１支持スプリング６２４１、
　前記第１支持スプリング６２４１に弾支されて前記上側圧迫部６２４３上部に設置され
、前記フィルムカッター６２５０が設置される上側圧迫部支持ブロック６２４０、
　前記上側圧迫部６２４３と前記上側圧迫部支持ブロック６２４０の間に弾性接触するよ
うに設置される第２支持スプリング６２４２、及び
　前記上側圧迫部６２４３に連結されて前記上側圧迫部６２４３の上側に延設され、上下
方向にスライド可能に前記上側圧迫部支持ブロック６２４０に結合され、前記上側圧迫部
支持ブロック６２４０からの離脱を防止するためのストッパー６２４４－１が形成される
上側圧迫部支持棒６２４４、
　をさらに含むことを特徴とする、請求項１７に記載の多様な生体試料分析のための自動
リアルタイム定量増幅システム。
【請求項１９】
　前記遠心分離機７２００に移送されるに先立ち、前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート移
動装置９０００によって前記密封装置６０００から移動した前記ＰＣＲ用マルチウェルプ
レート４００に振動を加えることで前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００に注入され
た物質を混合するためのボーデッキスミキサー７１００をさらに含むことを特徴とする、
請求項１～６のいずれか一項に記載の多様な生体試料分析のための自動リアルタイム定量
増幅システム。
【請求項２０】
　前記遠心分離機７２００は、
　上下方向に設置され、遠心分離機用モーター７２００Ｍによって回転する遠心分離機用
従動軸７２３０、
　両側端に開放部が形成されるように"Ｉ"字形に形成され、前記遠心分離機用従動軸７２
３０に一体的に締結される遠心分離機用回転板７２４０、及び
　前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００が装着され、前記遠心分離機用回転板７２４
０の回転の際、前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００の上面が内側に向かい、下面が
外側に向かって傾くように、前記遠心分離機用回転板７２４０の両側端開放部に回動可能
に装着される遠心分離機用装着ブロック７２５０、
　を含むことを特徴とする、請求項１～６のいずれか一項に記載の多様な生体試料分析の
ための自動リアルタイム定量増幅システム。
【請求項２１】
　前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート移動装置９０００は、
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　前記デッキ移送機２４００によって移動した前記デッキ１０００の前方上側に左右方向
に設置されるＰＣＲ用マルチウェルプレート移動案内ブロック９１００、
　ＰＣＲ用マルチウェルプレート左右移動モーター９２１０Ｍに連結され、前記デッキ１
０００の左右方向に移動できるように前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート移動案内ブロッ
ク９１００に設置されるＰＣＲ用マルチウェルプレート左右移動ブロック９２１０、
　前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート左右移動ブロック９２１０に前後方向に突出して装
着されるＰＣＲ用マルチウェルプレート前後移動案内ブロック９３２０、
　前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート前後移動案内ブロック９３２０に設置されたＰＣＲ
用マルチウェルプレート前後移動モーター９３１０Ｍに連結され、前記デッキ１０００の
前後方向に移動できるように前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート前後移動案内ブロック９
３２０に設置されるＰＣＲ用マルチウェルプレート前後移動ブロック９３１４、
　前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート前後移動ブロック９３１４に固定設置されるＰＣＲ
用マルチウェルプレート上下移動案内ブロック９４１０、及び
　前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート上下移動案内ブロック９４１０に設置されたＰＣＲ
用マルチウェルプレート上下移動モーター９５１０Ｍに連結され、上下方向に移動できる
ように設置されるＰＣＲ用マルチウェルプレート把持手段９６００、
　を含むことを特徴とする、請求項１～６のいずれか一項に記載の多様な生体試料分析の
ための自動リアルタイム定量増幅システム。
【請求項２２】
　流動性物質の吸入及び吐出のための多数のピペットＰを分離可能に装着するための多数
の第１装着部３３３０が形成されたシリンジブロック３０００、
　前記多数の第１装着部３３３０に装着された前記多数のピペットＰが前記シリンジブロ
ック３０００の下部に位置する生体試料用マルチウェルプレート１００、多数の精製用マ
ルチウェルプレート２００、及びＰＣＲ用マルチウェルプレート４００のそれぞれの直上
方に位置するように、前記シリンジブロック３０００を移動させるシリンジブロック移動
装置４０００、及び
　前記シリンジブロック移動装置４０００に連結設置される溶液受皿移動装置によって前
記多数の第１装着部３３３０に装着された前記多数のピペットＰの下部に移動する溶液受
皿４３７５、
　を含むことを特徴とする、多様な生体試料分析のための自動精製及び反応準備装置。
【請求項２３】
　前記生体試料用マルチウェルプレート１００及び前記多数の生体試料用マルチウェルプ
レート２００の上面を密封している密封フィルムに孔を形成するための千枚通し状の多数
のパンチャーピンが突設され、前記シリンジブロック３０００の下部に設置され、前記多
数のピペットＰとは異なる時点で前記多数の第１装着部３３３０に分離可能に装着される
パンチャー１２１００をさらに含むことを特徴とする、請求項２２に記載の多様な生体試
料分析のための自動精製及び反応準備装置。
【請求項２４】
　前記溶液受皿移動装置は、
　前記シリンジブロック移動装置４０００に連結される溶液受皿用支持板４３７１、及び
　前記溶液受皿用支持板４３７１に設置され、前記溶液受皿４３７５を水平方向に回転さ
せるために前記溶液受皿４３７５に連結される溶液受皿移動モーター４３７３、
　を含むことを特徴とする、請求項２２または２３に記載の多様な生体試料分析のための
自動精製及び反応準備装置。
【請求項２５】
　流動性物質の吸入及び吐出のための多数のピペットＰを分離可能に装着するための多数
の第１装着部３３３０が形成されたシリンジブロック３０００、
　前記多数の第１装着部３３３０に装着された前記多数のピペットＰが前記シリンジブロ
ック３０００の下部に位置する生体試料用マルチウェルプレート１００、多数の精製用マ
ルチウェルプレート２００、及びＰＣＲ用マルチウェルプレート４００のそれぞれの直上
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方に位置するように、前記シリンジブロック３０００を移動させるシリンジブロック移動
装置４０００、及び
　圧縮空気供給管が連結され、下面に、前記圧縮空気供給管を通じて流入した圧縮空気が
流出され、前記多数のピペットＰを分離可能に装着するための多数の第２装着部１２２１
０が形成され、前記シリンジブロック３０００の下部に設置され、前記多数のピペットＰ
とは異なる時点で前記多数の第１装着部３３３０に分離可能に装着されるマルチウェルプ
レート用蒸発ブロック１２２００、
　を含むことを特徴とする、多様な生体試料分析のための自動精製及び反応準備装置。
【請求項２６】
　前記シリンジブロック移動装置４０００に連結され、溶液受皿移動装置によって前記多
数の第１装着部３３３０に装着された前記多数のピペットＰの下部に位置する溶液受皿４
３７５をさらに含むことを特徴とする、請求項２５に記載の多様な生体試料分析のための
自動精製及び反応準備装置。
【請求項２７】
　前記生体試料用マルチウェルプレート１００及び前記多数の生体試料用マルチウェルプ
レート２００の上面を密封している密封フィルムに孔を形成するための千枚通し状の多数
のパンチャーピンが突設され、前記シリンジブロック３０００の下部に設置され、前記多
数のピペットＰ及び前記マルチウェルプレート用蒸発ブロック１２２００とは異なる時点
で前記多数の第１装着部３３３０に分離可能に装着されるパンチャー１２１００をさらに
含むことを特徴とする、請求項２５に記載の多様な生体試料分析のための自動精製及び反
応準備装置。
【請求項２８】
　前記シリンジブロック３０００は、
　多数の棒状のシリンジピン３１００が付着され、上下に移動可能なシリンジピンホルダ
ー３２００、
　前記多数のシリンジピン３１００の上下移動を案内するシリンジピン案内孔３３１０Ｈ
が形成されるシリンジピン案内ブロック３３００、
　前記シリンジピンホルダー３２００に接触して下方に移動することで、前記多数の第１
装着部３３３０にそれぞれ相異なる時点で装着された前記多数のピペットＰ、前記パンチ
ャー１２１００、及び前記マルチウェルプレート用蒸発ブロック１２２００を分離させる
ための第１分離部、及び
　前記シリンジピンホルダー３２００に接触して下方に移動することで、前記マルチウェ
ルプレート用蒸発ブロック１２２００に備えられる第２－２分離部と連動して前記多数の
第２装着部１２２１０に装着された前記多数のピペットＰを分離させるための第２－１分
離部、
　を含むことを特徴とする、請求項２５～２７のいずれか一項に記載の多様な生体試料分
析のための自動精製及び反応準備装置。
【請求項２９】
　前記第１分離部は、
　前記シリンジピンホルダー３２００の圧迫力によって下方に移動するために前記シリン
ジピン案内ブロック３３００に形成された第１分離棒案内孔に結合される第１分離棒３７
３１、及び
　前記シリンジピン案内ブロック３３００の下端に突設された前記多数の第１装着部３３
３０が上下に移動可能に嵌合され、前記第１分離棒３７３１によって下方に移動し、前記
多数の第１装着部３３３０にそれぞれ相異なる時点で装着された前記多数のピペットＰ、
前記パンチャー１２１００、及び前記マルチウェルプレート用蒸発ブロック１２２００を
圧迫して分離させる第１下部分離板３７２０、
　を含むことを特徴とする、請求項２８に記載の多様な生体試料分析のための自動精製及
び反応準備装置。
【請求項３０】
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　前記第２－１分離部は、前記シリンジピンホルダー３２００の圧迫力によって下方に移
動するために前記シリンジピン案内ブロック３３００に形成された第２分離棒案内孔に結
合される第２分離棒３７３２を含み、
　前記第２－２分離部は、前記マルチウェルプレート用蒸発ブロック１２２００の下端に
突設される前記多数の第２装着部１２２１０が上下移動可能に嵌合され、前記第２分離棒
３７３２によって下方に移動し、前記多数の第２装着部１２２１０に装着された前記多数
のピペットＰを圧迫して分離させる第２分離板１２２２０を含むことを特徴とする、請求
項２９に記載の多様な生体試料分析のための自動精製及び反応準備装置。
【請求項３１】
　請求項１の生体試料分析のための自動リアルタイム定量増幅システムを用いた自動核酸
精製及びリアルタイム定量遺伝子増幅方法において、
　ターゲット物質を含む生体試料が注入された生体試料用マルチウェルプレート１００、
前記ターゲット物質内のターゲット核酸を精製するための多数の精製用マルチウェルプレ
ート２００、及び前記リアルタイム定量ＰＣＲのための反応混合物が注入されたＰＣＲ用
前記マルチウェルプレート４００が搭載された前記デッキ１０００を前記保管ケース２０
００Ｃに入庫させるデッキ入庫段階、
　前記デッキ１０００を、前記デッキ移送機２４００によって、流動性物質の吸入及び吐
出のための多数のピペットＰを分離可能に装着するための多数の第１装着部３３３０が形
成されたシリンジブロック３０００の下部に移動させるデッキ移動段階、
　前記多数のピペットＰが分離可能に装着された前記シリンジブロック３０００、前記生
体試料用マルチウェルプレート１００、及び前記多数の精製用マルチウェルプレート２０
０によって前記ターゲット核酸を精製するターゲット核酸精製段階、
　前記精製されたターゲット核酸を前記多数のピペットＰが分離可能に装着された前記シ
リンジブロック３０００によって前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００に分注するタ
ーゲット核酸分注段階、
　前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート移動装置９０００によって前記ターゲット核酸の分
注された前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００を前記密封装置６０００に移動させる
ＰＣＲ用マルチウェルプレート第１移動段階、
　前記密封装置６０００によって前記ターゲット核酸の分注された前記ＰＣＲ用マルチウ
ェルプレート４００の上面を密封するＰＣＲ用マルチウェルプレート密封段階、
　前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート移動装置９０００によって上面の密封された前記Ｐ
ＣＲ用マルチウェルプレート４００を前記遠心分離機７２００に移動させるＰＣＲ用マル
チウェルプレート第３移動段階、
　前記遠心分離機７２００によって前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００に遠心力を
加え、前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００に備えられたそれぞれのウェルの側壁に
残留する物質を離脱させて、前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００に備えられたそれ
ぞれのウェルの底方向に移動させるＰＣＲ用マルチウェルプレート注入液沈降段階、
　前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート注入液沈降段階の遂行後、前記ＰＣＲ用マルチウェ
ルプレート４００を前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート移動装置９０００によって前記リ
アルタイム定量遺伝子増幅装置８０００に移動させるＰＣＲ用マルチウェルプレート第４
移動段階、及び
　前記リアルタイム定量遺伝子増幅装置８０００によって前記ＰＣＲ用マルチウェルプレ
ート４００内の前記ターゲット核酸をリアルタイムで増幅するターゲット核酸リアルタイ
ム定量増幅段階、
　を含むことを特徴とする、自動核酸精製及びリアルタイム定量遺伝子増幅方法。
【請求項３２】
　前記ターゲット核酸リアルタイム定量増幅段階は、前記リアルタイム定量遺伝子増幅装
置８０００によって、時間の経過による前記ターゲット核酸の定量増幅量を示すリアルタ
イム核酸定量増幅データを獲得し、獲得された前記リアルタイム核酸定量増幅データを表
示するか、あるいは獲得された前記リアルタイム核酸定量増幅データを外部に送出するこ
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とを特徴とする、請求項３１に記載の自動核酸精製及びリアルタイム定量遺伝子増幅方法
。
【請求項３３】
　前記デッキ入庫段階では、前記デッキ１０００が前記保管ケース２０００Ｃに多数入庫
され、
　前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート第１移動段階の遂行後、前記デッキ１０００を前記
デッキ移送機２４００によって前記保管ケース２０００Ｃに移動させるデッキ原位置移動
段階、及び
　リアルタイム増幅が遂行された前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００を前記ＰＣＲ
用マルチウェルプレート移動装置９０００によってマルチウェルプレート収集容器に投入
するＰＣＲ用マルチウェルプレート第５移動段階（Ｓ１００００）、
　を含み、
　前記多数のデッキ１０００に搭載されたそれぞれの前記生体試料に対するターゲット核
酸の精製過程及び精製されたターゲット核酸の増幅過程が遂行されるように、前記デッキ
移動段階から前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート第５移動段階までの段階は前記保管ケー
ス２０００Ｃに入庫された前記デッキ１０００の個数に対応して繰り返し行われることを
特徴とする、請求項３１に記載の自動核酸精製及びリアルタイム定量遺伝子増幅方法。
【請求項３４】
　前記多数のデッキ１０００のいずれか一つのデッキ１０００が前記デッキ原位置移動段
階によって前記保管ケース２０００Ｃに移動すれば、前記多数のデッキ１０００の他の一
つのデッキ１０００が前記デッキ移動段階によって前記シリンジブロック３０００の下部
に移動し、
　前記いずれか一つのデッキ１０００に搭載された前記生体試料に対するターゲット核酸
精製及び精製されたターゲット核酸の増幅のために行われる段階の中で前記ＰＣＲ用マル
チウェルプレート密封段階から前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート第５移動段階までの段
階は、前記他の一つのデッキ１０００に搭載された前記生体試料に対するターゲット核酸
精製及び精製されたターゲット核酸の増幅のために行われる段階の中で前記デッキ移動段
階から前記デッキ原位置移動段階までの段階と同時に行われることを特徴とする、請求項
３３に記載の自動核酸精製及びリアルタイム定量遺伝子増幅方法。
【請求項３５】
　前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート密封段階の遂行後、前記ＰＣＲ用マルチウェルプレ
ート移動装置９０００によって上面の密封された前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４０
０をボーデッキスミキサー７１００に移動させるＰＣＲ用マルチウェルプレート第２移動
段階、及び
　前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート第２移動段階の遂行後、前記ＰＣＲ用マルチウェル
プレート第３移動段階の遂行に先立ち、上面の密封された前記ＰＣＲ用マルチウェルプレ
ート４００に前記ボーデッキスミキサー７１００によって振動を加えることで、上面の密
封された前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００内の注入液を振盪して混合するＰＣＲ
用マルチウェルプレート注入液混合段階、
　をさらに含むことを特徴とする、請求項３１～３４のいずれか一項に記載の自動核酸精
製及びリアルタイム定量遺伝子増幅方法。
【請求項３６】
　請求項２２の生体試料分析のための自動精製及び反応準備装置を用いた自動核酸精製方
法において、
　ターゲット物質が含有された生体試料が注入された生体試料用マルチウェルプレート１
００、前記ターゲット物質内のターゲット核酸を精製するための多数の精製用マルチウェ
ルプレート２００、及び流動性物質の吸入及び吐出のための多数のピペットＰが搭載され
たデッキ１０００を前記シリンジブロック３０００の下部に移動させるデッキ移動段階、
　前記シリンジブロック３０００を移動させて、前記多数のピペットＰを前記第１装着部
３３１０に装着し、前記多数の精製用マルチウェルプレート２００の細胞溶解溶液用マル
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チウェルプレート２１０に注入された細胞溶解溶液を前記生体試料用マルチウェルプレー
ト１００に注入して前記生体試料と前記細胞溶解溶液の混合物である生体試料混合溶液を
獲得する細胞溶解溶液との混合段階、
　前記多数のピペットＰが装着された前記シリンジブロック３０００によって、前記生体
試料混合溶液を吸入して前記多数の精製用マルチウェルプレート２００の核酸結合溶液用
マルチウェルプレート２３０に注入された核酸結合溶液と混合する核酸結合溶液との混合
段階、
　前記多数のピペットＰが装着された前記シリンジブロック３０００によって、前記核酸
結合溶液と前記生体試料混合溶液の混合物を吸入して前記多数の精製用マルチウェルプレ
ート２００の磁性粒子分散液用マルチウェルプレート２２０に注入された磁性粒子懸濁液
と混合する磁性粒子分散溶液との混合段階、
　前記磁性粒子分散溶液用マルチウェルプレート２２０の下部に磁場を印加して、前記磁
性粒子懸濁液と混合された混合物に磁場を印加する第１磁場印加段階、
　前記磁性粒子懸濁液と混合された混合物の中で前記磁性粒子懸濁液の磁性粒子及び前記
磁性粒子に付着した付着物が前記磁性粒子分散液用マルチウェルプレート２２０の下部に
印加された磁場によって前記磁性粒子分散液用マルチウェルプレート２２０の内壁に付着
した状態で、前記多数のピペットＰが装着された前記シリンジブロック３０００によって
前記磁性粒子及び前記磁性粒子に付着した付着物を除いた混合物を除去する第１除去段階
、
　前記磁性粒子分散液用マルチウェルプレート２２０の下部に印加された磁場が解除され
た状態で、前記多数のピペットＰが装着された前記シリンジブロック３０００によって前
記多数の精製用マルチウェルプレート２００の洗浄溶液用マルチウェルプレート２４１、
２４２、２４３に注入された洗浄溶液を前記磁性粒子分散溶液用マルチウェルプレート２
２０に注入して前記磁性粒子から前記ターゲット核酸を除いた不純物を分離する第１洗浄
段階、
　前記磁性粒子分散溶液用マルチウェルプレート２２０の下部に磁場を印加して、前記洗
浄溶液と混合された混合物に磁場を印加する第２磁場印加段階、
　前記洗浄溶液と混合された混合物の中で前記ターゲット核酸が付着した前記磁性粒子が
前記磁性粒子分散溶液用マルチウェルプレート２２０の下部に印加された磁場によって前
記磁性粒子分散溶液用マルチウェルプレート２２０の内壁に付着した状態で、前記多数の
ピペットＰが装着された前記シリンジブロック３０００によって前記洗浄溶液と混合され
た混合物の中で前記ターゲット核酸が付着した前記磁性粒子を除いた混合物を除去する第
２除去段階、
　前記磁性粒子分散溶液用マルチウェルプレート２２０の下部に印加された磁場が解除さ
れた状態で、前記多数のピペットＰが装着された前記シリンジブロック３０００によって
前記多数の精製用マルチウェルプレート２００の核酸溶出溶液用マルチウェルプレート２
５０に注入された核酸溶出溶液を前記磁性粒子分散溶液用マルチウェルプレート２２０に
注入して前記磁性粒子から前記ターゲット核酸を分離させる核酸分離段階、
　前記磁場印加装置５１００によって前記磁性粒子分散溶液用マルチウェルプレート２２
０の下部に磁場を印加して、前記核酸溶出溶液と混合された混合物に磁場を印加する第３
磁場印加段階、及び
　前記核酸溶出溶液と混合された混合物の中で前記磁性粒子が前記磁性粒子分散液用マル
チウェルプレート２２０の下部に印加された磁場によって前記磁性粒子分散溶液用マルチ
ウェルプレート２２０の内壁に付着した状態で、前記多数のピペットＰが装着された前記
シリンジブロック３０００によって前記核酸溶出溶液と混合された混合物の中で前記磁性
粒子を除いた混合物であるターゲット核酸含有溶液を回収するターゲット核酸含有溶液回
収段階、
　を含み、
　前記シリンジブロック４０００の水平移動の際、前記多数の第１装着部３３３０に装着
された前記多数のピペットＰから落ちる溶液が前記溶液受皿４３７５に収集されるように
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、前記シリンジブロック４０００の水平移動の際、前記溶液受皿４３７５を前記多数の第
１装着部３３３０に装着された前記多数のピペットＰの下部に位置させることを特徴とす
る、自動核酸精製方法。
【請求項３７】
　前記デッキ移動段階の遂行後、千枚通し状の多数のパンチャーピン１２１１０が突設さ
れたパンチャー１２１００を前記第１装着部３３１０に装着し、前記細胞溶解溶液用マル
チウェルプレート２１０の上面を密封している密閉用フィルムに孔を形成した後、前記パ
ンチャー１２１００を原位置に移動させて分離させる密閉用フィルム第１穿孔段階、
　前記細胞溶解溶液との混合段階の遂行後、前記パンチャー１２１００を前記第１装着部
３３１０に装着し、前記核酸結合溶液用マルチウェルプレート２３０の上面を密封してい
る密閉用フィルムに孔を形成した後、前記パンチャー１２１００を原位置に移動させて分
離させる密閉用フィルム第２穿孔段階、
　前記核酸結合溶液との混合段階の遂行後、前記パンチャー１２１００を前記第１装着部
３３１０に装着し、前記磁性粒子分散液用マルチウェルプレート２２０の上面を密封して
いる密閉用フィルムに孔を形成した後、前記パンチャー１２１００を原位置に移動させて
分離させる密閉用フィルム第３穿孔段階、
　前記第１除去段階の遂行後、前記パンチャー１２１００を前記第１装着部３３１０に装
着し、前記洗浄溶液用マルチウェルプレート２４１、２４２、２４３の上面を密封してい
る密閉用フィルムに孔を形成した後、前記パンチャー１２１００を原位置に移動させて分
離させる密閉用フィルム第４穿孔段階、及び
　前記第２除去段階の遂行後、前記パンチャー１２１００を前記第１装着部３３１０に装
着し、前記核酸溶出溶液用マルチウェルプレート２５０の上面を密封している密閉用フィ
ルムに孔を形成した後、前記パンチャー１２１００を原位置に移動させて分離させる密閉
用フィルム第５穿孔段階、
　をさらに含むことを特徴とする、請求項３６に記載の自動核酸精製方法。
【請求項３８】
　前記核酸結合溶液との混合段階に先立ち、ヒーティング装置５２００によって前記生体
試料用マルチウェルプレート１００の下部を加熱して前記生体試料混合溶液に熱を加える
第１加熱段階をさらに含むことを特徴とする、請求項３６に記載の自動核酸精製方法。
【請求項３９】
　前記第２除去段階は、
　前記第１装着部３３１０に装着された前記多数のピペットＰを原位置に移動させて分離
するマルチウェルプレート用蒸発ブロック装着準備段階、
　圧縮空気供給管を通じて流入した圧縮空気が流出され、前記多数のピペットＰを分離可
能に装着するための多数の第２装着部１２２１０が形成されたマルチウェルプレート用蒸
発ブロック１２２００を前記第１装着部３３１０に装着するマルチウェルプレート用蒸発
ブロック装着段階、
　前記第２装着部１２２１０に装着された前記多数のピペットＰを装着し、前記マルチウ
ェルプレート用蒸発ブロック１２２００に装着された前記多数のピペットＰによって前記
磁性粒子分散溶液用マルチウェルプレート２２０に圧縮空気を注入して、前記磁性粒子表
面に残留した前記洗浄溶液中のアルコールを除去する圧縮空気注入段階、及び
　前記第２装着部１２２１０に装着された前記多数のピペットＰを原位置に移動させて分
離し、前記第１装着部３３１０に装着された前記マルチウェルプレート用蒸発ブロック１
２２００を原位置に移動させて分離するマルチウェルプレート用蒸発ブロック原位置移動
段階、
　を含むことを特徴とする、請求項３６に記載の自動核酸精製方法。
【請求項４０】
　前記細胞溶解溶液との混合段階、前記核酸結合溶液との混合段階、前記磁性粒子分散溶
液との混合段階、前記第１除去段階、前記第１洗浄段階、及び前記第２除去段階において
、前記多数の第１装着部３３３０に分離可能に装着される前記多数のピペットＰは多数の
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核酸精製用ピペットＰ１であり、
　前記核酸分離段階及び前記ターゲット核酸含有溶液回収段階において、前記多数の第１
装着部３３３０に分離可能に装着される前記多数のピペットＰは前記多数の核酸抽出用ピ
ペットＰ１より容量の少ない多数の核酸分注用ピペットＰ２であり、
　前記デッキ１０００には、前記多数の核酸精製用ピペットＰ１が挿着収容される核酸精
製用ピペット３１０、及び前記多数の核酸分注用ピペットＰ２が挿着収容される核酸分注
用ピペット３２０が搭載され、
　前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００は、第１ＰＣＲ用マルチウェルプレート４１
０及び第２ＰＣＲ用マルチウェルプレート４２０を含むことを特徴とする、請求項３６～
３９のいずれか一項に記載の自動核酸精製方法。
【請求項４１】
　前記第１磁場印加段階、第２磁場印加段階、及び第３磁場印加段階は、それぞれ多数が
相互に離隔して設置される棒状の磁石５１１０を上昇させて、前記磁石５１１０の上端部
が前記磁性粒子分散溶液用マルチウェルプレート２２０に形成されたそれぞれのウェルを
取り囲むようにすることを特徴とする、請求項３６～３９のいずれか一項に記載の自動核
酸精製方法。
【請求項４２】
　請求項１の生体試料分析のための自動リアルタイム定量増幅システムによって生体試料
に含有された病源菌を培養した後、リアルタイム定量ＰＣＲを行って前記病源菌の生菌数
を検査するリアルタイム定量ＰＣＲを用いた病源菌の生菌数検査方法において、
　一つの単位ウェルを構成する二つのウェルには培養液と混合された同一生体試料が注入
され、他の単位ウェルには培養液と混合された他の生体試料が注入され、それぞれの前記
単位ウェルのいずれか一つのウェルには殺菌物質が注入された生体試料用マルチウェルプ
レート１００、前記病源菌に含有されたターゲット核酸を精製するための多数の精製用マ
ルチウェルプレート２００、及び前記リアルタイム定量ＰＣＲのための反応混合物が注入
された前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００が搭載された前記デッキ１０００を前記
保管ケース２０００Ｃに入庫させるデッキ入庫段階、
　前記保管ケース２０００Ｃで、前記生体試料用マルチウェルプレート１００に含まれて
いる前記病源菌を所定の条件で培養する生体試料病源菌培養段階、
　前記デッキ１０００を、流動性物質の吸入及び吐出のための多数のピペットＰを分離可
能に装着するための多数の第１装着部３３３０が形成されたシリンジブロック３０００の
下部に移動させるデッキ移動段階、
　前記多数のピペットＰが分離可能に装着された前記シリンジブロック３０００、前記生
体試料用マルチウェルプレート１００、及び前記多数の精製用マルチウェルプレート２０
０によって前記ターゲット核酸を精製するターゲット核酸精製段階、
　前記精製されたターゲット核酸を前記多数のピペットＰが分離可能に装着された前記シ
リンジブロック３０００によって前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００に分注するタ
ーゲット核酸分注段階、
　前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート移動装置９０００によって前記ターゲット核酸の分
注された前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００を密封装置６０００に移動させるＰＣ
Ｒ用マルチウェルプレート第１移動段階、
　前記密封装置６０００によって、前記ターゲット核酸の分注された前記ＰＣＲ用マルチ
ウェルプレート４００の上面を密封するＰＣＲ用マルチウェルプレート密封段階、
　前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート移動装置９０００によって上面の密封された前記Ｐ
ＣＲ用マルチウェルプレート４００を前記遠心分離機７２００に移動させるＰＣＲ用マル
チウェルプレート第３移動段階、
　前記遠心分離機７２００によって前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００に遠心力を
加え、前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００に備えられたそれぞれのウェルの側壁に
残留する物質を離脱させて、前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００に備えられたそれ
ぞれのウェルの底方向に移動させるＰＣＲ用マルチウェルプレート注入液沈降段階、
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　前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート注入液沈降段階の遂行後、前記ＰＣＲ用マルチウェ
ルプレート４００を前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート移動装置９０００によってリアル
タイム定量遺伝子増幅装置８０００に移動させるＰＣＲ用マルチウェルプレート第４移動
段階、
　前記リアルタイム定量遺伝子増幅装置８０００によって前記ＰＣＲ用マルチウェルプレ
ート４００内の前記ターゲット核酸をリアルタイムで増幅するターゲット核酸リアルタイ
ム定量増幅段階、及び
　前記リアルタイム定量遺伝子増幅装置８０００によって、時間の経過による前記ターゲ
ット核酸の定量増幅量を示すリアルタイム核酸定量増幅データを獲得し、前記それぞれの
単位ウェルの中で殺菌物質が注入されたウェルと殺菌物質が注入されていないウェル内の
精製された前記ターゲット核酸のリアルタイム核酸定量増幅データを用いた相手定量分析
によって前記それぞれの単位ウェルの中で殺菌物質が注入されたウェルの生菌数を獲得す
る生菌数獲得段階、
　を含むことを特徴とする、リアルタイム定量ＰＣＲを用いた病源菌の自動生菌数検査方
法。
【請求項４３】
　請求項１の生体試料分析のための自動リアルタイム定量増幅システムによって生体試料
に含有された病源菌を抗生剤を含む培養液で培養した後、リアルタイム定量ＰＣＲを行っ
て前記病源菌の抗生剤感受性を分析するリアルタイム定量ＰＣＲを用いた病源菌の抗生剤
感受性分析方法において、
　一つの単位ウェルを構成するＭ個のウェルには培養液と混合された同一生体試料が注入
され、他の単位ウェルには培養液と混合された他の生体試料が注入され、それぞれの前記
単位ウェルの中でＭ－１個のウェルにはそれぞれ互いに異なる抗生剤が注入された生体試
料用マルチウェルプレート１００、前記病源菌に含有されたターゲット核酸を精製するた
めの多数の精製用マルチウェルプレート２００、及び前記リアルタイム定量ＰＣＲのため
の反応混合物が注入された前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００が搭載された前記デ
ッキ１０００を前記保管ケース２０００Ｃに入庫させるデッキ入庫段階、
　前記保管ケース２０００Ｃで、前記生体試料用マルチウェルプレート１００に含まれて
いる前記病源菌を所定の条件で培養する生体試料病源菌培養段階、
　前記デッキ１０００を、流動性物質の吸入及び吐出のための多数のピペットＰを分離可
能に装着するための多数の第１装着部３３３０が形成されたシリンジブロック３０００の
下部に移動させるデッキ移動段階、
　前記多数のピペットＰが分離可能に装着された前記シリンジブロック３０００、前記生
体試料用マルチウェルプレート１００、及び前記多数の精製用マルチウェルプレート２０
０によって前記ターゲット核酸を精製するターゲット核酸精製段階、
　前記精製されたターゲット核酸を前記多数のピペットＰが分離可能に装着された前記シ
リンジブロック３０００によって前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００に分注するタ
ーゲット核酸分注段階、
　前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート移動装置９０００によって前記ターゲット核酸の分
注された前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００を前記密封装置６０００に移動させる
ＰＣＲ用マルチウェルプレート第１移動段階、
　前記密封装置６０００によって前記ターゲット核酸の分注された前記ＰＣＲ用マルチウ
ェルプレート４００の上面を密封するＰＣＲ用マルチウェルプレート密封段階、
　前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート移動装置９０００によって上面の密封された前記Ｐ
ＣＲ用マルチウェルプレート４００を前記遠心分離機７２００に移動させるＰＣＲ用マル
チウェルプレート第３移動段階、
　前記遠心分離機７２００によって前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００に遠心力を
加え、前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００に備えられたそれぞれのウェルの側壁に
残留する物質を離脱させて前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００に備えられたそれぞ
れのウェルの底方向に移動させるＰＣＲ用マルチウェルプレート注入液沈降段階、
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　前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート注入液沈降段階の遂行後、前記ＰＣＲ用マルチウェ
ルプレート４００を前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート移動装置９０００によって前記リ
アルタイム定量遺伝子増幅装置８０００に移動させるＰＣＲ用マルチウェルプレート第４
移動段階、
　前記リアルタイム定量遺伝子増幅装置８０００によって前記ＰＣＲ用マルチウェルプレ
ート４００内の前記ターゲット核酸をリアルタイムで増幅するターゲット核酸リアルタイ
ム定量増幅段階、及び
　前記リアルタイム定量遺伝子増幅装置８０００によって、時間の経過による前記ターゲ
ット核酸の定量増幅量を示すリアルタイム核酸定量増幅データを獲得し、前記それぞれの
単位ウェルの中で抗生剤が注入されたウェルと抗生剤が注入されていないウェル内の精製
された前記ターゲット核酸のリアルタイム核酸定量増幅データを用いた相手定量分析によ
って前記それぞれの単位ウェルに注入された互いに異なる抗生剤の感受性を獲得する抗生
剤感受性獲得段階、
　を含むことを特徴とする、リアルタイム定量ＰＣＲを用いた病源菌の自動抗生剤感受性
分析方法。
【請求項４４】
　請求項１の生体試料分析のための自動リアルタイム定量増幅システムによって定量免疫
ＰＣＲを遂行することで、生体試料に含有された抗原の濃度を定量検査する定量免疫ＰＣ
Ｒを用いた抗原濃度獲得方法において、
　ターゲット抗原が含有された生体試料が注入された生体試料用マルチウェルプレート１
００、前記ターゲット抗原と結合する抗原結合用第１抗体がコートされている磁性粒子の
懸濁された磁性粒子懸濁液が注入されている捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレ
ート、付着用ターゲット核酸がラベリングされ、前記抗原結合用第１抗体に捕捉された前
記ターゲット抗原と結合するための第２抗体が含有された第２抗体含有溶液が注入されて
いるターゲット核酸ラベル用マルチウェルプレート、洗浄溶液が注入されている洗浄溶液
用マルチウェルプレート２４１、２４２、２４３、核酸溶出溶液が注入されている核酸溶
出溶液用マルチウェルプレート２５０、及び前記リアルタイム定量ＰＣＲのための反応混
合物が注入された前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００が搭載された前記デッキ１０
００を前記保管ケース２０００Ｃに入庫させるデッキ入庫段階、
　前記デッキ１０００を、流動性物質の吸入及び吐出のための多数のピペットＰを分離可
能に装着するための多数の第１装着部３３３０が形成されたシリンジブロック３０００の
下部に移動させるデッキ移動段階、
　前記多数のピペットＰが分離可能に装着された前記シリンジブロック３０００、前記生
体試料用マルチウェルプレート１００、前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレ
ート、前記ターゲット核酸ラベル用マルチウェルプレート、前記洗浄溶液用マルチウェル
プレート２４１、２４２、２４３、及び前記核酸溶出溶液用マルチウェルプレート２５０
によって抗原抗体反応を遂行し、前記第２抗体にラベリングされた前記付着用ターゲット
核酸を精製するターゲット核酸精製段階、
　前記精製された付着用ターゲット核酸を前記多数のピペットＰが分離可能に装着された
前記シリンジブロック３０００によって前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００に分注
するターゲット核酸分注段階、
　前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート移動装置９０００によって前記付着用ターゲット核
酸の分注された前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００を前記密封装置６０００に移動
させるＰＣＲ用マルチウェルプレート第１移動段階、
　前記密封装置６０００によって前記付着用ターゲット核酸の分注された前記ＰＣＲ用マ
ルチウェルプレート４００の上面を密封するＰＣＲ用マルチウェルプレート密封段階、
　前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート移動装置９０００によって上面の密封された前記Ｐ
ＣＲ用マルチウェルプレート４００を前記遠心分離機７２００に移動させるＰＣＲ用マル
チウェルプレート第３移動段階、
　前記遠心分離機７２００によって前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００に遠心力を
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加えて、前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００に備えられたそれぞれのウェルの側壁
に残留する物質を離脱させて前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート４００に備えられたそれ
ぞれのウェルの底方向に移動させるＰＣＲ用マルチウェルプレート注入液沈降段階、
　前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート注入液沈降段階の遂行後、前記ＰＣＲ用マルチウェ
ルプレート４００を前記ＰＣＲ用マルチウェルプレート移動装置９０００によって前記リ
アルタイム定量遺伝子増幅装置８０００に移動させるＰＣＲ用マルチウェルプレート第４
移動段階、
　前記リアルタイム定量遺伝子増幅装置８０００によって前記ＰＣＲ用マルチウェルプレ
ート４００内の前記付着用ターゲット核酸をリアルタイムで増幅するターゲット核酸リア
ルタイム定量増幅段階、及び
　前記リアルタイム定量遺伝子増幅装置８０００によって、時間の経過による前記付着用
ターゲット核酸の定量増幅量を示すリアルタイム核酸定量増幅データを獲得し、獲得され
た前記リアルタイム核酸定量増幅データによって前記生体試料に含有された前記抗原の濃
度を獲得する抗原濃度獲得段階、
　を含むことを特徴とする、定量免疫ＰＣＲを用いた自動抗原濃度獲得方法。
【請求項４５】
　請求項２２の生体試料分析のための自動精製及び反応準備装置によって生体試料に含有
されたターゲット抗原に付着用ターゲット核酸をラベリングし、前記ターゲット抗原にラ
ベリングされた前記付着用ターゲット核酸を精製するターゲット抗原にラベリングされた
付着用ターゲット核酸の精製方法において、
　前記ターゲット抗原が含有された前記生体試料が注入された生体試料用マルチウェルプ
レート１００、前記ターゲット抗原と抗原抗体反応を行って前記ターゲット抗原に前記付
着用ターゲット核酸をラベリングするためのターゲット核酸結合用溶液が注入されている
ターゲット核酸結合用マルチウェルプレート、洗浄溶液が注入されている洗浄溶液用マル
チウェルプレート２４１、２４２、２４３、核酸溶出溶液が注入されている核酸溶出溶液
用マルチウェルプレート２５０、及び流動性物質の吸入及び吐出のための多数のピペット
Ｐが搭載されたデッキ１０００を前記シリンジブロック３０００の下部に移動させるデッ
キ移動段階（Ｓ２０００）、及び
　前記シリンジブロック３０００を移動させて前記多数のピペットＰを前記第１装着部３
３１０に装着した後、前記生体試料用マルチウェルプレート１００、前記ターゲット核酸
結合用マルチウェルプレート、前記洗浄溶液用マルチウェルプレート２４１、２４２、２
４３及び核酸溶出溶液用マルチウェルプレート２５０によって前記ターゲット抗原に前記
付着用ターゲット核酸をラベリングするための抗原抗体反応を遂行し、前記付着用ターゲ
ット核酸がラベリングされた前記ターゲット抗原から前記付着用ターゲット核酸を分離し
て獲得するターゲット核酸分離及び獲得段階（Ｓ３５００）、
　を含むことを特徴とする、ターゲット抗原にラベリングされた付着用ターゲット核酸の
精製方法。
【請求項４６】
　前記ターゲット核酸結合用溶液が注入されているターゲット核酸結合用マルチウェルプ
レートは、前記ターゲット抗原と結合する抗原結合用第１抗体がコートされている磁性粒
子の懸濁された磁性粒子懸濁液が注入されている捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェル
プレート、及び前記付着用ターゲット核酸がラベリングされ、前記抗原結合用第１抗体に
捕捉された前記ターゲット抗原と結合するための第２抗体が含有された第２抗体含有溶液
が注入されているターゲット核酸ラベル用マルチウェルプレートを含み、
　前記ターゲット核酸分離及び獲得段階（Ｓ３５００）は、
　前記シリンジブロック３０００を移動させて前記多数のピペットＰを前記第１装着部３
３１０に装着して、前記生体試料用マルチウェルプレート１００に注入された前記生体試
料を前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートに注入して混合する第１抗原抗
体反応前処理段階（Ｓ３２２０）、
　抗原抗体反応によって前記第１抗原抗体反応前処理段階（Ｓ３２２０）で混合された混
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合物中に含まれた前記ターゲット抗原が前記第１抗体に捕獲されるようにする第１反応段
階（Ｓ３２３０）、
　前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートの下部に磁場を印加して、前記第
１反応段階（Ｓ３２２０）が遂行された混合物に磁場を印加する第１－１磁場印加段階（
Ｓ３２４０）、
　前記第１反応段階（Ｓ３２２０）が遂行された混合物の中で前記磁性粒子及び前記ター
ゲット抗原が捕獲された前記第１抗体が前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレ
ートの下部に印加された磁場によって前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレー
トの内壁に付着した状態で、前記多数のピペットＰが装着された前記シリンジブロック３
０００によって前記磁性粒子、前記第１抗体、及び前記ターゲット抗原の結合体を除いた
混合物を除去する第１－１除去段階（Ｓ３２５０）、
　前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートの下部に印加された磁場が解除さ
れた状態で、前記多数のピペットＰが装着された前記シリンジブロック３０００によって
前記洗浄溶液用マルチウェルプレート２４１、２４２、２４３に注入された洗浄溶液を前
記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートに注入して、前記磁性粒子、前記第１
抗体、及び前記ターゲット抗原の結合体に付着した不純物を分離する第１－１洗浄段階（
Ｓ３２６０）、
　前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートの下部に磁場を印加して、前記洗
浄溶液と混合された混合物に磁場を印加する第１－２磁場印加段階（Ｓ３２７０）、
　前記洗浄溶液と混合された混合物の中で前記磁性粒子、前記第１抗体、及び前記ターゲ
ット抗原の結合体が前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートの下部に印加さ
れた磁場によって前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートの内壁に付着した
状態で、前記多数のピペットＰが装着された前記シリンジブロック３０００によって前記
洗浄溶液と混合された混合物の中で前記磁性粒子、前記第１抗体、及び前記ターゲット抗
原の結合体を除いた混合物を除去する第１－２除去段階（Ｓ３２８０）、
　前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートの下部に印加された磁場が解除さ
れた状態で、前記多数のピペットＰが装着された前記シリンジブロック３０００によって
前記ターゲット核酸ラベル用マルチウェルプレートに注入された前記第２抗体含有溶液を
前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートに注入して混合する第２抗原抗体反
応前処理段階（Ｓ３３２０）、
　抗原抗体反応によって、前記第２抗原抗体反応前処理段階（Ｓ３２８０）で混合された
混合物中に含まれた前記第２抗体が前記ターゲット抗原に結合されるようにする第２反応
段階（Ｓ３３３０）、
　前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートの下部に磁場を印加して、前記第
２反応段階（Ｓ３３３０）が遂行された混合物に磁場を印加する第２－１磁場印加段階（
Ｓ３３４０）、
　前記第２反応段階（Ｓ３３３０）が遂行された混合物の中で前記磁性粒子、前記第１抗
体、前記ターゲット抗原、前記第２抗体、及び前記付着用ターゲット核酸の結合体が前記
捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートの下部に印加された磁場によって前記捕
捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートの内壁に付着した状態で、前記多数のピペ
ットＰが装着された前記シリンジブロック３０００によって前記磁性粒子、前記第１抗体
、前記ターゲット抗原、前記第２抗体、及び前記付着用ターゲット核酸の結合体を除いた
混合物を除去する第２－１除去段階（Ｓ３３５０）、
　前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートの下部に印加された磁場が解除さ
れた状態で、前記多数のピペットＰが装着された前記シリンジブロック３０００によって
前記洗浄溶液用マルチウェルプレート２４１、２４２、２４３に注入された洗浄溶液を前
記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートに注入して、前記磁性粒子、前記第１
抗体、前記ターゲット抗原、前記第２抗体、及び前記付着用ターゲット核酸の結合体に付
着した不純物を分離する第２－１洗浄段階（Ｓ３３６０）、
　前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートの下部に磁場を印加して、前記洗
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浄溶液と混合された混合物に磁場を印加する第２－２磁場印加段階（Ｓ３３７０）、
　前記洗浄溶液と混合された混合物の中で前記磁性粒子、前記第１抗体、前記ターゲット
抗原、前記第２抗体、及び前記付着用ターゲット核酸の結合体が前記捕捉抗体磁性粒子懸
濁液用マルチウェルプレートの下部に印加された磁場によって前記捕捉抗体磁性粒子懸濁
液用マルチウェルプレートの内壁に付着した状態で、前記多数のピペットＰが装着された
前記シリンジブロック３０００によって前記洗浄溶液と混合された混合物の中で前記磁性
粒子、前記第１抗体、前記ターゲット抗原、前記第２抗体、及び前記付着用ターゲット核
酸の結合体を除いた混合物を除去する第２－２除去段階（Ｓ３３８０）、
　前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートの下部に印加された磁場が解除さ
れた状態で、前記多数のピペットＰが装着された前記シリンジブロック３０００によって
前記核酸溶出溶液用マルチウェルプレート２５０に注入された核酸溶出溶液を前記捕捉抗
体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートに注入して、前記磁性粒子、前記第１抗体、前
記ターゲット抗原、前記第２抗体、及び前記付着用ターゲット核酸の結合体から前記ター
ゲット核酸を分離させる核酸分離段階（Ｓ３４１０）、
　前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートの下部に磁場を印加して、前記核
酸溶出溶液と混合された混合物に磁場を印加する第３磁場印加段階（Ｓ３４２０）、及び
　前記核酸溶出溶液と混合された混合物の中で前記磁性粒子、前記第１抗体、前記ターゲ
ット抗原、及び前記第２抗体の結合体が前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレ
ートの下部に印加された磁場によって前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレー
トの内壁に付着した状態で、前記多数のピペットＰが装着された前記シリンジブロック３
０００によって前記核酸溶出溶液と混合された混合物の中で前記磁性粒子、前記第１抗体
、前記ターゲット抗原、及び前記第２抗体の結合体を除いた混合物であるターゲット核酸
含有溶液を回収するターゲット核酸含有溶液回収段階（Ｓ３４３０）、
　を含み、
　前記シリンジブロック４０００の水平移動の際、前記多数の第１装着部３３３０に装着
された前記多数のピペットＰから落ちる溶液が前記溶液受皿４３７５に収集されるように
、前記シリンジブロック４０００の水平移動の際、前記溶液受皿４３７５を前記多数の第
１装着部３３３０に装着された前記多数のピペットＰの下部に位置させることを特徴とす
る、請求項４５に記載のターゲット抗原にラベリングされたターゲット核酸の精製方法。
【請求項４７】
　前記ターゲット核酸結合用溶液が注入されているターゲット核酸結合用マルチウェルプ
レートは、前記ターゲット抗原と結合する抗原結合用第１抗体がコートされている磁性粒
子の懸濁された磁性粒子懸濁液が注入されている捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェル
プレート、前記抗原結合用第１抗体に捕捉された前記ターゲット抗原と結合するための第
２抗体が含有された第２抗体含有溶液が注入されている第２抗体含有溶液用マルチウェル
プレート、及び前記ターゲット抗原と結合された前記第２抗体にラベリングされるための
前記付着用ターゲット核酸が含有されたターゲット核酸含有溶液が注入されているターゲ
ット核酸含有溶液用マルチウェルプレートを含み、
　前記ターゲット核酸分離及び獲得段階（Ｓ３５００）は、
　前記シリンジブロック３０００を移動させて前記多数のピペットＰを前記第１装着部３
３１０に装着して、前記生体試料用マルチウェルプレート１００に注入された前記生体試
料を前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートに注入して混合する第１抗原抗
体反応前処理段階（Ｓ３２２０）、
　抗原抗体反応によって前記第１抗原抗体反応前処理段階（Ｓ３２２０）で混合された混
合物中に含まれた前記ターゲット抗原が前記第１抗体に捕獲されるようにする第１反応段
階（Ｓ３２３０）、
　前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートの下部に磁場を印加して、前記第
１反応段階（Ｓ３２２０）が遂行された混合物に磁場を印加する第１－１磁場印加段階（
Ｓ３２４０）、
　前記第１反応段階（Ｓ３２２０）が遂行された混合物の中で前記磁性粒子及び前記ター
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ゲット抗原が捕獲された前記第１抗体が前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレ
ートの下部に印加された磁場によって前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレー
トの内壁に付着した状態で、前記多数のピペットＰが装着された前記シリンジブロック３
０００によって前記磁性粒子、前記第１抗体、及び前記ターゲット抗原の結合体を除いた
混合物を除去する第１－１除去段階（Ｓ３２５０）、
　前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートの下部に印加された磁場が解除さ
れた状態で、前記多数のピペットＰが装着された前記シリンジブロック３０００によって
前記洗浄溶液用マルチウェルプレート２４１、２４２、２４３に注入された洗浄溶液を前
記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートに注入して、前記磁性粒子、前記第１
抗体、及び前記ターゲット抗原の結合体に付着した不純物を分離する第１－１洗浄段階（
Ｓ３２６０）、
　前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートの下部に磁場を印加して、前記洗
浄溶液と混合された混合物に磁場を印加する第１－２磁場印加段階（Ｓ３２７０）、
　前記洗浄溶液と混合された混合物の中で前記磁性粒子、前記第１抗体、及び前記ターゲ
ット抗原の結合体が前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートの下部に印加さ
れた磁場によって前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートの内壁に付着した
状態で、前記多数のピペットＰが装着された前記シリンジブロック３０００によって前記
洗浄溶液と混合された混合物の中で前記磁性粒子、前記第１抗体、及び前記ターゲット抗
原の結合体を除いた混合物を除去する第１－２除去段階（Ｓ３２８０）、
　前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートの下部に印加された磁場が解除さ
れた状態で、前記多数のピペットＰが装着された前記シリンジブロック３０００によって
前記第２抗体含有溶液用マルチウェルプレートに注入された前記第２抗体含有溶液を前記
捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートに注入して混合する第２抗原抗体反応前
処理段階（Ｓ３３２０－１）、
　抗原抗体反応によって、前記第２抗原抗体反応前処理段階（Ｓ３２８０）で混合された
混合物中に含まれた前記第２抗体が前記ターゲット抗原に結合されるようにする第２反応
段階（Ｓ３３３０－１）、
　前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートの下部に磁場を印加して、前記第
２反応段階（Ｓ３３３０－１）が遂行された混合物に磁場を印加する第２－１磁場印加段
階（Ｓ３３４０－１）、
　前記第２反応段階（Ｓ３３３０－１）が遂行された混合物の中で前記磁性粒子、前記第
１抗体、前記ターゲット抗原、及び前記第２抗体の結合体が前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液
用マルチウェルプレートの下部に印加された磁場によって前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用
マルチウェルプレートの内壁に付着した状態で、前記多数のピペットＰが装着された前記
シリンジブロック３０００によって前記磁性粒子、前記第１抗体、前記ターゲット抗原、
及び前記第２抗体の結合体を除いた混合物を除去する第２－１除去段階（Ｓ３３５０－１
）、
　前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートの下部に印加された磁場が解除さ
れた状態で、前記多数のピペットＰが装着された前記シリンジブロック３０００によって
前記洗浄溶液用マルチウェルプレート２４１、２４２、２４３に注入された洗浄溶液を前
記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートに注入して、前記磁性粒子、前記第１
抗体、前記ターゲット抗原、及び前記第２抗体の結合体に付着した不純物を分離する第２
－１洗浄段階（Ｓ３３６０－１）、
　前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートの下部に磁場を印加して、前記洗
浄溶液と混合された混合物に磁場を印加する第２－２磁場印加段階（Ｓ３３７０－１）、
　前記洗浄溶液と混合された混合物の中で前記磁性粒子、前記第１抗体、前記ターゲット
抗原、及び前記第２抗体の結合体が前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレート
の下部に印加された磁場によって前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートの
内壁に付着した状態で、前記多数のピペットＰが装着された前記シリンジブロック３００
０によって前記洗浄溶液と混合された混合物の中で前記磁性粒子、前記第１抗体、前記タ
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ーゲット抗原、及び前記第２抗体の結合体を除いた混合物を除去する第２－２除去段階（
Ｓ３３８０－１）、
　前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートの下部に印加された磁場が解除さ
れた状態で、前記多数のピペットＰが装着された前記シリンジブロック３０００によって
前記ターゲット核酸含有溶液用マルチウェルプレートに注入された前記ターゲット核酸含
有溶液を前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートに注入して混合するターゲ
ット核酸添加反応段階（Ｓ３３２０－２）、
　前記ターゲット核酸添加反応（Ｓ３３２０－２）で混合された混合物中に含まれた前記
付着用ターゲット核酸が前記第２抗体に結合されるようにする第３反応段階（Ｓ３３３０
－２）、
　前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートの下部に磁場を印加して、前記第
３反応段階（Ｓ３３３０－２）が遂行された混合物に磁場を印加する第３－１磁場印加段
階（Ｓ３３４０－２）、
　前記第３反応段階（Ｓ３３３０－２）が遂行された混合物の中で前記磁性粒子、前記第
１抗体、前記ターゲット抗原、前記第２抗体、及び前記付着用ターゲット核酸の結合体が
前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートの下部に印加された磁場によって前
記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートの内壁に付着した状態で、前記多数の
ピペットＰが装着された前記シリンジブロック３０００によって前記磁性粒子、前記第１
抗体、前記ターゲット抗原、前記第２抗体、及び前記付着用ターゲット核酸の結合体を除
いた混合物を除去する第３－１除去段階（Ｓ３３５０－２）、
　前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートの下部に印加された磁場が解除さ
れた状態で、前記多数のピペットＰが装着された前記シリンジブロック３０００によって
前記洗浄溶液用マルチウェルプレート２４１、２４２、２４３に注入された洗浄溶液を前
記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートに注入して、前記磁性粒子、前記第１
抗体、前記ターゲット抗原、前記第２抗体、及び前記付着用ターゲット核酸の結合体に付
着した不純物を分離する第３－１洗浄段階（Ｓ３３６０－２）、
　前記磁場印加装置５１００によって前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレー
トの下部に磁場を印加して、前記洗浄溶液と混合された混合物に磁場を印加する第３－２
磁場印加段階（Ｓ３３７０－２）、
　前記洗浄溶液と混合された混合物の中で前記磁性粒子、前記第１抗体、前記ターゲット
抗原、前記第２抗体、及び前記付着用ターゲット核酸の結合体が前記捕捉抗体磁性粒子懸
濁液用マルチウェルプレートの下部に印加された磁場によって前記捕捉抗体磁性粒子懸濁
液用マルチウェルプレートの内壁に付着した状態で、前記多数のピペットＰが装着された
前記シリンジブロック３０００によって前記洗浄溶液と混合された混合物の中で前記磁性
粒子、前記第１抗体、前記ターゲット抗原、前記第２抗体、及び前記付着用ターゲット核
酸の結合体を除いた混合物を除去する第３－２除去段階（Ｓ３３８０－２）、
　前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートの下部に印加された磁場が解除さ
れた状態で、前記多数のピペットＰが装着された前記シリンジブロック３０００によって
前記核酸溶出溶液用マルチウェルプレート２５０に注入された核酸溶出溶液を前記捕捉抗
体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレートに注入して、前記磁性粒子、前記第１抗体、前
記ターゲット抗原、前記第２抗体、及び前記付着用ターゲット核酸の結合体から前記ター
ゲット核酸を分離させる核酸分離段階（Ｓ３４１０）、
　前記磁場印加装置５１００によって前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレー
トの下部に磁場を印加して、前記核酸溶出溶液と混合された混合物に磁場を印加する第４
磁場印加段階（Ｓ３４２０）、及び
　前記核酸溶出溶液と混合された混合物の中で前記磁性粒子、前記第１抗体、前記ターゲ
ット抗原、及び前記第２抗体の結合体が前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレ
ートの下部に印加された磁場によって前記捕捉抗体磁性粒子懸濁液用マルチウェルプレー
トの内壁に付着した状態で、前記多数のピペットＰが装着された前記シリンジブロック３
０００によって前記核酸溶出溶液と混合された混合物の中で前記磁性粒子、前記第１抗体
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、前記ターゲット抗原、及び前記第２抗体の結合体を除いた混合物であるターゲット核酸
含有溶液を回収するターゲット核酸含有溶液回収段階（Ｓ３４３０）、
　を含み、
　前記シリンジブロック４０００の水平移動の際、前記多数の第１装着部３３３０に装着
された前記多数のピペットＰから落ちる溶液が前記溶液受皿４３７５に収集されるように
、前記シリンジブロック４０００の水平移動の際、前記溶液受皿４３７５を前記多数の第
１装着部３３３０に装着された前記多数のピペットＰの下部に位置させることを特徴とす
る、請求項４５に記載のターゲット抗原にラベリングされたターゲット核酸の精製方法。
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